






































































要望をもとに情報システムを構築 し、適切なソフ トウェアを開発 し、運用するものであり、その
工程は、システムを設計する 「上流工程」 と、設計をもとにソフ トウェアを開発 し、テス トし、




















制が有効であることを認めつつ、日常的に多種多様 なソフトウェアの開発 に従事 させられること
から、効率的かつ公平なOJTが実施できないことや、長期計画に基づ く配分ができないことを問
題点として挙げる。今野 ・佐藤(1987)も同様の特徴 を指摘 し、さらに大卒と専門学校卒の技術者












以上に見てきたような問題点(5)は、情報サービス業 という比較的新 しい産業が 「未成熟」「発展
途上」であることを示す ものとされてきた(戸塚他,1990,今野 ・佐藤,1987)。未成熟という言葉は、





資料 として用いるのは、通産省 「特定サービス業実態調査 情報サービス業編」及び、労働省政
策調査部編 「賃金センサス」である。「特定サービス業実態調査 情報サービス業編」では、情















ものが表2である。ソフトウェア業に分類 される業務を 「受注ソフ トウェア(顧客か らの受注に
より、新たにソフトウェアを開発する)」「ソフトウェア ・プロダクト(不特定多数のユーザへの
販売 を目的としてソフ トウェアを開発する)」に分けて示 してある。売上高の合計を見ると、事
業所数 と同じく、92年に最も高い売上高 を記録している。また、売上高の約4割を 「受注ソフト
ウェア」、約3割を 「情報処理サービス」が占めている。「情報処理サービス」は減少傾向にある
が、「受注ソフ トウェア」は92年まで増加 し、その後停滞 している。これは、情報機器の普及に
よって、計算業務を委託せずに自社内のシステムで賄おうとする企業が増加していることによる
と思われる。
表3の契約先別売上高構成比によると 「鉱業 ・製造業」 と 「金融 ・保険 ・運輸 ・通信 ・電気 ・
ガス ・水道業」との契約が多い。「鉱業 ・製造業」は工場生産の自動化、監視システムが中心で
あるが、わずかに減少傾向にある。一方 「金融 ・保険 ・運輸 ・通信 ・電気 ・ガス ・水道業」は80
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年 83 84 85 86 87 88 89 、9091・ig293 94
㎜ 熱理サー ビス 47.3 44.1 39.4 36.8 41.5 3ZO 34.0 32.931.331.03197 32」
曼注ソフトウヱア
ー.幽 一L一
34.3辱 3L8 352 39.5 39,1 42.6 44.7 44.645.546345.5 43.4
ソフトウヱア ・プロダク ト
r-噛 2囎 一 62 8.0 8.1 5.7、6.6 73 859.Z&4、75 77
惰癬提供サービス 7.2 6.6 6.0 1.8 2,9 33 2,92.82.72.9 2.9




年 83 84 85 86 87・. 88 89 90 9・r 92 93!94
農林 ・水産業 1.3 15 1,1 07 05 05 0.5 0.6 0.6 0.7 0。6 O.7一一
鉱業 ・製造業 27.6Z6,4 27.5297 29.7292 27.4 Z6.3 253 25.725.1 25,Z
一 一
卸売 ・小売業、飲食店 11.610.711.09,0 8.o 8.0 8,6 8.8
」9
.2 9.4 .a5. a9
建設 ・不動産業 1.8 1.6 3,7 18 1.6 2.2 2.0 2.3 Z.1 2」 2.2 1.9
傘融 ・保険 ・運輸 ・通信 ・電気 ・ガス ・水道業
18.520.8195 225 24.324.926.736・6 26,3Z68 Z7.627.1
情報サービス業以外のサービス業 9.6 9.2 10.1 64 6.2 5.3 5.9 4.9 5.0 5.5 5.4 6.0
公務 12.111.410.1 9.1 7,6 6.d乳0 6.9 6.6
'7
,9 9.o 9.8
一般消費者(個 人〉 0.2 0,Z 0.2 0.3 0.4 0.5 0.4 0。5 0.4 0.4 0,4 0.4
皿
その他 52 4.6 55 57 5,4 4.6 4.2 4.0 3.8 4.6 5」 4.7
一　
情報サービス業務を行 う他の同業者 75 ア.6 7.611,8」22 15.514.1 15.516.7 15.0 14,0133






























隼 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 go 91 92 93 94 95
研足内察労働時間敷 全魔雛 182 182 181 181 183 180 180 180 179 1ア9 178 1ア3 1ア3 167 171 171
サー ヒ'ス震
一一一-
τ83 184 驚83 184 184 180 181 181 180 179 178 172 173 168 170 171
システ紅ル'二7 164 165 164 166 170 166 165 167 163 168 169 161160 155 161 書65
ア 砂'ラ㍗ 168 168 168 170 171 170 170 168 166 168 169 164 163 157 163 166
超過輿労働疇間数 全崖藁 15 14 14 14 15 15 15 15 16 16 ,6 16 13 12 11 12
サ ヒー'ス業 10 10 11 11 11 11 11 1箏 1Z 12 12 12 11 10 10 10
シス払1ル'二7 30 27 29 31 33 38 32 33 37 36 36 33 29 24 21 24




31 32 30 30 31 30 Z5 27 Z2 21 21 21
出貞:「賃金センサス」昭和55年販～平成8年駈より作成
表5労 働者数の推移(十人)
85年 86年 前年比 87年 前年比 88年 前年比 89隼 前年比 90年 前犀比 91隼 前年比
全艦鍵 2ZO40432178455一12 2164383・0,6 23313467.72332366 0。O2357934 1」 Z4Z16022・7
サービス嬢 3860783915Zア 1.4407765 4.1 4349016,7 43805Z 07 448485 2.44824Z87,6
惰綴延理披術春 11337 1574738.9 17524 11.3 1954411.5 Z2003 量2.6 18859一14.3 206229.3
システ邸 ンジ ニア 4788 8435 76.2 8158 噂3.3 111Z536.4 B922 Z5.1 1Z196・12.4 12143運).4
アログ ラマー 6549 7312 11.7 9366 Z8.1 8419-10.1 8081 4.0 6663一17,5 847927.3
92塚 鱈年比 93年 前年比94年 前年比95年 前年比
2400758。0.9Z453707 2.2Z314795・3.6Z4442094。4
491012 1.8 528252 7.6500551 1.95597616.O
22170 75 24786 11.82Z703 2.4205ZO-17.Z
τ1975 騨1.4 14946 24.814653 22鴻15270 2.Z




80犀 85隼 90年 95年
システ畝 ル●ニア計 3137 4789 12196 15271
O～4年(0年》 料05(144)1844(239)5804(534>4511(229)
5～9年 1224 1499 4174 6450一 一一
10～14年 808 991 1Z65 2816
15年～ 454 953 1493
アロゲラ㍗計 4194 6548 6664 5250
O～4年(0年)1921(452)126(964)455奪{1257:3179〔376)
5～9犀 1587 1533 1468 1394
10～14年 686 621 3藩1 469
15年～ 269 333 ZO8
出典:「賃盆センサス」昭和55年駈～平成8年駈よリ作成
1980年代以降における情報処理技術者の動向 53
サービス業が増加しているのに対 して、情報処理技術者は比較的大 きく減少 している。
プログラマーとシステムエンジニアに分けて前年比を見ると、その増減の様子が大 きく違うこ
とがわかる。80年代前半には、システムエンジニアとプログラマーの増減パターンはほぼ同じで



































54 増 田 泰 子
なすようになっていくことで、現在では経験年数10年のシステムエンジニアになっているという
ケースも考えられるのである。これは企業ごとの育成方法によって違いがあるため、現在その過











































































報産業部会は、高度情報化社会を担う 日青報化人材(')」の育成 を重要な課題 とし、情報処理技術
者試験の改定が提案された。
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表7情 報処理技術者試験の試験区分
対象者 試験の名称 69 71 86 88194
利用老 初級シス瓢アドミ:ス陣一, O
上縁システム7ドミ:瀞レー , △
初議技術看 第二種情鞭飽理披術者 0 O ○ O O
中級披術者 第一種情耀処理披術者 O O ○ ○ O
喬度幣報飽理技術者 君ガ背情報是理披術春 Q
わ トチ クスへ'シヤリスト O




デ へ'助ア メント1"'二7 △
マねン応用シλテ絃ンジ;7 △
精種情鞭勉理妓術讐 ○ ○ ○
プ 助'塞外 マ孝一ジ セ ○
アア リケー シ3ンエル●ニア ○
シス瓢辺用管理工万':7 O
アロダ,殉ンエげ ニア O














経済成長に貢献 してきたが、今後の安定成長のためには一層の 「高度情報化」が不可欠であ り、
このために情報システムの役割の質的変化、すなわち 「新情報革命」が求められるとしている。
「新情報革命」 とは、情報技術の革新(情 報システムの高度化、役割の変化)で あ り、これによ
り、情報サービス産業 とユーザーの役割に変化が起 きるであろうと、この中間報告では予測 して
いる(通商産業省機械情報産業局,1993)。
予測される変化 とは、(1)情報サービス産業では 晴 報システムの企画、設計、保守」から 「機
能の最適化、効率的な運用、高品質パッケージソフトの提供など」(2)ユーザーにおいては 「単な
る利用者」から 精 報システム構築技術の修得者」 という2つの側面で起きるもの とされる。
さらに報告では 「新情報革命」の担い手 として求められる 「情報化人材」像を示 している。こ





この 「清報化人材」育成のための制度 として、1969年から実施 されてきた情報処理技術者試験
の制度改定が提案され、最終報告にて新制度の試験区分が定められた(通商産業省機械情報産業
局,1994)。新制度で細分化されたのは、主に 「高度情報処理技術者」 と呼ばれる専門性の高し・拉



















技術者が分化してい くことは、従来の情報処理技術者教育に何 らかの影響をもたらす と思わ九
る。未経験者を含む新規学卒者を中心に採用 し、0錐JTで基礎知識を身につけさせた後に、プロ
ジェク トチーム方式の中でOJTを行ない、プログラマーからシステムエンジニアへのキャリアパ
スを通 じで育成するどいう方法は 「プログラマー」「システムエンジニア」 という大別が可能で
あったからこそ機能する方法であった。そのため、従来の方法では専門性の高い技術者の需要を




者の中に生 じて くるのではなかろうか。 この ような見通 しを踏まえ、情報処理技術者という職種
における学校教育の意味を引き続き問題 としていきたい。





















































戸塚秀夫 ・中村圭介 ・梅澤隆 『日本のソフトウェア産業一経営と技術者一』東京大学出版会,1990
通商産業省機械情報産業局[編]『2000年のソフトウェア人材』コンピュータ ・エージ社,1983
通商産業省機械情報産業局[編]『新情報革命を支える人材像一ソフト新時代をめざして』コンピュータ・エージ社,
1993
通商産業省機械情報産業局[編]『ソフト新時代と人材育成 《改訂版》』通産資料調査会,1994
通商産業大臣官房調査統計部[編]『(昭和55年版～平成7年版)特定サビス産業実態調査 情報サービス業編』(198〔レ
1995)
八幡成美 「ソフトウェア産業の分業構造」『雇用職業研究』No27,1.987
TrendsofComputer-Processing.Engineersafterthe1980s
TaikoMASUI)A
In山ein飴 ㎜ationservices,enterphseshaveemployedmainlynewunlversitygraduates.Theyreceive
trainingtobecomecomputerprocessillgengineersinthecompany.Atthetimeof.theiremployment,
they訂enotexpectedtobeequippedwiththe㎞owledgeandskillsasengineers.Itissaidthatinfbr-
mationservicesarelabor-intensive.Therefore,itshouldcostmuchtotrainlayemployeestobecome
engineers.Whyhas血isfo㎜ofemploymentand廿ainingbecomepopular?Toanswerthisquestion
andgraspthetrendsofcomputer-processingengineerafterthe1980s,theauthorsurveysthestatis-
tics血rinfo㎝adonservices.Wecansee出estmctureofworkincompliancewlththemanufactudng
processesimheinfbmlat孟onservices.Manyengineersareuniversitygraduatesandaquarterofthem
haves田diedhum㎜itiesorsocialsciences.Fkst,theyworkascomputerprogra㎜ers,血enassystem
engineers,andfinally,Iheybecomemanagersofthesectionsorprojectgroups.
Int歴e1980s,becausecomputer-processingengineerswereinveryshortsupply,someproblemsof
labormanagemantwerepointedout.Inthosedays,infbrmationservicesgre脚remarkably.Butafter
theeconomic.stagnationbeginningaloundl991,thehgrowthstopped.Inthemiddleofthe1990s,it
seemsthattheproblemofshortageofengineersisovercome,buttheyhavebecomemorespecialized
andadvancedengineers訂esdllinsho丘supply.Conseque叫ly血e恥㎜ofemploymentandtraining
willchange.Alongwiththis,thesignificanceofschooleducationforthemwillalsochange.
